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カーボンニュートラル物質創製に向けた
バイオものづくり戦略



バイオロジーのみに頼ったものづくりの限界
バイオテクノロジーのみに頼った
製品開発では、材料の物性に限界
がある。
顧客の細かなニーズに対応しきれない。
バイオ合成

＋
化学合成

様々な物性を持つ
材料の創出が可能



ペプチドの人工修飾手法の開発
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Cys残基選択的変換反応
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